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元気な声で選手宣誓
７月 10 日にふれあいプラザで認定こども園の運
動会が開催され、保護者が見守る中、園児達は
かけっこや玉入れ、リレーなどの種目をがんば
りました。
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新型コロナワクチン予防接種について

　町では、ワクチンの接種について、接種計画に基づき対象の方に個別にご案内していま

す。接種を見合わせていた方で希望される場合は、下記の日程で接種の機会がありますの

で、役場住民課健康推進係にお問い合わせください。

対象者 今後の予定

接種を見合わせて
いた高校生以上の方

　８月下旬から９月上旬の間の平日
に１回目の接種が可能です。
希望される方は８月31日までにお

申し込みください。

中学生の方
　希望する方に８月から接種を開始
しています。

お問い合わせ　役場住民課健康推進係  電話 ：３３－２１１１（内線49）

年　齢 申込率
接種率

１回目 ２回目

６５歳以上の方 ９２．５％ ９２．１％ ８９．８％

中学生～６４歳の方 ７１．０％ ６９．３％ １３．２％

全体 ８１．１％ ８０．０％ ４９．２％

【接種状況について】　※７月末現在　

０１２０－５０１－５０７（フリーダイヤル・24 時間）※感染症に関する一般相談

０１６４－２２－１４２１　　※平日の日中は深川保健所でも相談を受け付けます。

新型コロナウイルスワクチンに関するコールセンター

北海道新型コロナウイルス感染症　健康相談センター

※６月１日からファイザー社製のワクチンは12歳から
15 歳までのワクチン接種が承認されました。希望する
方は 12 歳の誕生日前日から接種することができます。

老人福祉センターでの集団接種の様子

※ ご注意ください ※

　町が保有しているワクチンの都合上、10 月以
降は町立診療所でのワクチン接種が難しくなり
ます。
　この機会にご検討ください。

◆北海道新型コロナウイルスワクチン接種相談センター
　電話　０１２０ー３０６ー１５４（フリーダイヤル）
　受付　９：00 ～ 17：30（平日、土日・祝日）

◆厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
電話　０１２０ー７６１ー７７０（フリーダイヤル）

　受付　９：00 ～ 21：00（平日、土日・祝日）
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いきいきちっぷ'Ｓ

秋の住民健診　年に１度は健康チェックを！

今年度の各種健診の申し込みはお済みでしょうか？

　住民健診は、「全検査を無料で受けられる」「複数の健診を単独からセットまで選んで受けること

ができる」などメリットがたくさんあります。

老人福祉センター 【場　　所】

10月13日(水) ～15日(金)【日　　程】

健 診 日
受診が可能な健診項目

午前 午後

10 月 13 日（水）

男女共通受診日
・健康診断

・肺の検診

・大腸の検診

・胃の検診

・歯科健診

・前立腺の検診

・健康診断

・肺の検診

・大腸の検診

・胃の検診

・前立腺の検診

10 月 14 日（木）

男女共通受診日

・前立腺の検診

・乳房の検診

・婦人科検診

・前立腺の検診

・乳房の検診

・婦人科検診

10 月 15 日（金）

女性のみ受診可能
・乳房の検診

・婦人科検診

・乳房の検診

・婦人科検診

午前：７時 ～ 11時
午後：１時30分 ～ ２時30分

 【受付時間】

秋の健診も３日間の

日程になりました！

【お申し込み・お問い合わせ】役場住民課健康推進係

窓口　または　電話 ３３－２１１１（内線49） ＦＡＸ ３３－３４６６

 【健診内容】

【申込締切】 ９月10日(金)

秋の健診も３日間の

日程になりました！

◆お申し込み・お問い合わせ　役場住民課健康推進係　電話３３－２１１１（内線 49）

Ｏ・Ｄ・Ｋ ～おいしい・できる・かんたん～

うまい！男めし教室 (男性料理教室 )開催のお知らせ

　料理が初心者の方でも大丈夫！野菜の切り方や簡単な調理法をマスターしましょう。
　料理教室は内容を変えて２回あります。予定があって“今回だけの参加”、“２回目だけの参加”
も可能です。参加費も無料ですのでぜひご参加ください。
◆日　　程　令和３年９月 10日（金）( ２回目は 11月 25日（木））
◆時　　間　10：00～ 12：30（受付開始９：50～）
◆場　　所　生き活き館
◆内　　容　講話と調理実習（１回目は焼うどん、旬の野菜の和え物ほか）
◆持 ち  物　エプロン・三角巾・手拭きミニタオル・筆記用具
◆申込締切　令和３年８月 31日（火）まで

◆お申し込み・お問い合わせ　役場住民課健康推進係　電話３３－２１１１（内線 49）
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議

会
だ

よ

り
 発行/秩父別町議会
 編集/町議会広報特別委員会

 TEL/0164-33-2111
 （議会事務局 内線25・26）
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令
和
３
年
第
２
回
町
議
会
定

例
会
が
６
月
９
日
に
開
催
さ

れ
、
承
認
２
件
、
報
告
２
件
、

議
案
９
件
、
意
見
案
２
件
を
審

議
し
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
内
容
は
、
条
例

の
改
正
等
６
件
、
補
正
予
算
１

件
、
工
事
請
負
契
約
２
件
で
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
眞
島
議
員
、
藤
岡
議

員
、
岡
崎
議
員
、
前
田
議
員
、

中
西
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

理
事
者
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

■
補
正
予
算

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
に
つ

い
て
、
庁
舎
暖
房
設
備
改
修
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
所
得
が
著
し

く
減
少
し
た
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
た
生
活
支
援
特
別
給
付

金
な
ど
１
１
６
２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
34
億
２
９
７
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

●
補
正
予
算
の
主
な
も
の

・
総
務
費

　

庁
舎
暖
房
設
備
改
修

　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
万
円

　

議
員
控
室
椅
子
更
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　

58
万
円

・
民
生
費

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

　

別
給
付
金　
　

１
４
５
万
円

・
衛
生
費

　

診
療
所
業
務
委
託
収
益
補
償
金

　
　
　
　
　
　
　

７
６
０
万
円

・
教
育
費

　

修
学
旅
行
費
用
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

43
万
円

■
承
認
案
件

　

専
決
処
分
さ
れ
た
町
税
条
例

の
一
部
改
正
と
令
和
２
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
を
承
認
し
ま

し
た
。

■
報
告
案
件

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
に
関
わ
る
歳
出
予
算
の

繰
越
し
た
経
費
と
町
が
出
資
す

る
秩
父
別
振
興
公
社
の
令
和
２

年
度
の
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
条
例
の
改
正

・
町
税
条
例
ほ
か
５
件
の
条
例

の
一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約

・
秩
父
別
地
区
農
業
集
落
排
水

施
設
機
能
強
化
対
策
機
械
設
備

及
び
電
気
設
備
工
事

■
意
見
案

　

「
米
の
需
給
・
価
格
安
定
対

策
と
米
政
策
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書
」
ほ
か
１
件
の
意
見

案
を
承
認
し
ま
し
た
。

ドローンによる防除風景

令和３年第２回定例会
 　　　　　　　　　６月９日
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一 般 質 問

　
昨
年
２
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
発
生
か
ら
１
年
以
上
が

経
過
し
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
、
さ
ら
に
は
緊
急
事
態
宣

言
の
発
令
に
伴
い
、
学
生
を
持

つ
保
護
者
の
収
入
が
減
少
す
る

中
、
家
計
の
手
助
け
に
学
生
が

ア
ル
バ
イ
ト
も
で
き
ず
、
授
業

料
の
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
の
報
道
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
経
済
が
回
復
す
る

ま
で
の
間
、
町
と
し
て
大
学
・

短
期
大
学
・
専
門
学
生
を
持
つ

親
に
対
し
何
ら
か
の
支
援
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま

す
が
、町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
う
け
た

学
生
へ
の
支
援
の
た
め
、
国
で

は
授
業
料
、
入
学
金
の
免
除
や

減
額
と
、
給
付
型
奨
学
金
が
支

議会だより　No.130

給
さ
れ
る
高
等
教
育
の
修
学
支

援
制
度
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
に
よ
る
支
援
が
行
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地

域
振
興
券
の
配
布
を
は
じ
め
、

町
独
自
の
子
育
て
応
援
給
付

金
、
商
工
業
者
を
対
象
に
事
業

継
続
支
援
金
を
給
付
す
る
な
ど

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す

が
、
本
町
で
お
子
さ
ん
が
大
学

等
に
在
学
し
生
活
が
困
窮
し
て

い
る
相
談
や
情
報
は
、
知
る
限

り
で
は
お
聞
き
し
て
い
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
国
や
大
学
等
の
支
援
制

度
を
第
一
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
国
等
の
支
援
策
で
は
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
場
合
に
は
、
改
め
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
・

短
期
大
学
・
専
門
学
生
の
い

る
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て

質
問

眞
島
議
員

答答
弁弁
　
渋渋
谷谷
町町
長長

第
２
回
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
一
覧

眞
島
　
秀
樹
議
員

眞
島
　
秀
樹
議
員

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門

　
学
生
の
い
る
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い
て
（
５
Ｐ
）

藤
岡
　
浩
文
議
員

藤
岡
　
浩
文
議
員

▼
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
町
民
福
祉
の
向
上
に
（
６
Ｐ
）

岡
崎
　
稔
議
員

岡
崎
　
稔
議
員

▼
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
接
種

　
に
つ
い
て
（
６
Ｐ
）

▼
認
定
こ
ど
も
園
の
増
改
築
に
つ
い
て
（
６
Ｐ
）

前
田
　
力
男
議
員

前
田
　
力
男
議
員

▼
合
同
墓
の
新
設
に
つ
い
て
（
７
Ｐ
）

中
西
　
伴
浩
議
員

中
西
　
伴
浩
議
員

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ト
レ
ス
対
応
に
つ
い
て
（
７
Ｐ
）

（質問と答弁の内容を要約してお知らせします）

第２回町議会
定例会
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か
ら
や
り
直
す
必
要
が
あ
り
、

費
用
も
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら

断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
こ
ど
も
園
の
配
置

は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
最

大
限
利
用
す
る
為
、
園
長
、
職

員
と
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
現

状
の
形
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
入
園
児
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
こ
数
年
が
ピ
ー
ク

で
あ
る
と
推
計
さ
れ
、
以
降
は

余
剰
ス
ペ
ー
ス
が
出
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
駐
車
場

に
つ
き
ま
し
て
は
、
送
迎
時
の

事
故
防
止
の
た
め
に
、
職
員
用

の
駐
車
場
を
確
保
出
来
る
よ
う

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
（
60
～
70
才
）
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
保
有
率
は
77
％

と
な
り
、
今
後
は
ガ
ラ
ケ
ー
と

呼
ば
れ
る
３
Ｇ
回
線
は
使
用
で

き
な
く
な
り
、
ス
マ
ホ
の
普
及

が
予
想
さ
れ
る
中
、
今
回
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
て

い
る
自
治
体
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ

な
高
齢
者
は
、
予
約
に
難
儀
す

る
方
が
多
い
と
の
報
道
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
諸
課
題
に
対
処
す
る

た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
利
用
講
習
会
の
開
催
や
操
作

方
法
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
町
民
福
祉
の
向
上

と
役
場
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。
　

　

ご
提
案
頂
い
た
「
講
習
会
」

議会だより　No.130

　
　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
始
ま
り
、
現
状
の
本

町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
計
画

に
対
し
て
ど
の
程
度
進
ん
で
い

る
の
か
、
ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル

が
出
た
時
に
は
町
職
員
や
消
防

職
員
・
警
察
官
、
介
護
職
な
ど

に
接
種
し
て
は
と
思
い
ま
す
が

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

本
町
で
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
予
約
は
、
６
月
４
日
現
在

９
３
４
名
か
ら
あ
り
、
高
齢
者

人
口
に
対
し
て
93
・
５
％
で
、

当
初
見
込
ん
で
い
た
80
％
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

接
種
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

医
療
従
事
者
や
高
齢
者
な
ど
合

計
で
６
３
２
名
が
１
回
目
の
接

種
を
終
え
て
お
り
、
接
種
率
は

32
・
３
％
で
す
。

　

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
際

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
福

祉
施
設
職
員
・
警
察
官
や
消
防

団
員
ま
た
は
町
職
員
で
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
町
の
こ
ど
も
園
は
、
こ
こ

十
年
の
入
園
者
は
50
名
か
ら
70

名
程
度
で
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
保
育
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、

今
年
か
ら
「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
移
設
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ど

も
園
の
設
備
は
園
児
、
職
員
の

満
足
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
ず
、
駐
車
場
も
狭
く
事
故

の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
園
児
、
職
員
が
良
好
な
環
境

で
過
ご
す
た
め
に
、
増
改
築
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
町

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
新
築
し
た
現
在

の
認
定
子
ど
も
園
は
、
生
後
10

か
月
か
ら
５
歳
時
ま
で
の
70
名

程
を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
三
度
に
わ
た

る
増
改
築
と
利
用
調
整
に
よ
り

対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

二
階
建
て
に
す
る
に
は
、
基
礎

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ン

セ
ル
分
の
接
種
に
つ
い
て

答答
弁弁
　
澁澁
谷谷
町町
長長

質
問

岡
崎
議
員

答答
弁弁
　
澁澁
谷谷
町町
長長

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
町
民
福
祉

の
向
上
に

質
問

藤
岡
議
員

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
種
類
・

機
種
、
ま
た
、
使
い
た
い
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
メ
ー
ル
・
ラ

イ
ン
等
）
に
よ
り
、
操
作
方
法

が
異
な
り
、
一
律
で
の
講
習
会

開
催
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
は
、
現
状
で
は
行
政
手
続
き

の
メ
ニ
ュ
ー
が
限
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
た
と

き
に
検
討
し
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
町
民
が

デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
必
要
な
対
応
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
増
改
築
に

つ
い
て

質
問

岡
崎
議
員

答答
弁弁
　
澁澁
谷谷
町町
長長
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施
し
て
き
て
い
る
中
、
本
町
に

お
い
て
も
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
し
町
民
が
集
う
機
会
、

憩
い
の
場
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
が
元

気
に
な
り
、
町
に
活
気
を
取
り

戻
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
い
と
前
向
き
に
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
施
に
つ

き
ま
し
て
は
感
染
状
況
を
見
極

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
や
感

染
防
止
策
を
充
分
と
れ
る
か
を

考
慮
し
、
町
観
光
協
会
を
交
え

て
適
切
な
時
期
・
内
容
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
だ

し
て
か
ら
２
年
目
と
な
り
、
そ

の
よ
う
な
環
境
に
慣
れ
て
き
た

感
覚
も
あ
り
な
が
ら
も
心
身
に

負
担
を
抱
え
て
い
る
人
も
増
え

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、

多
く
の
町
民
に
安
心
感
が
広
が

る
夏
以
降
に
町
民
を
対
象
と
し

た
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
花
火
を
打
ち
上
げ
て
は
と

思
う
の
で
す
が
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

既
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始

さ
れ
ま
し
た
が
依
然
と
し
て
感

染
拡
大
に
よ
る
人
々
の
苦
し
み

と
混
乱
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
３
回
の
緊
急
事
態

宣
言
、
道
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
集
中
対
策
期
間
を

設
け
た
感
染
拡
大
防
止
策
を
実
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本
町
の
共
同
墓
地
で
は
区
画

内
に
建
立
さ
れ
た
墓
石
等
を
含

め
、
墓
地
の
使
用
が
不
用
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
現
状
復
旧

し
返
還
す
る
事
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

合
同
墓
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
共
同
墓
地
利
用
者

か
ら
調
査
、
相
談
を
受
け
た
経

緯
が
な
い
こ
と
か
ら
、
墓
じ
ま

い
の
希
望
が
ど
の
程
度
あ
る
か

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
墓
地
は
適
正

に
管
理
さ
れ
、
本
町
で
の
合
同

墓
の
需
要
は
多
く
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、
建
設
、
維
持
管
理

に
多
額
の
費
用
も
掛
か
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
合
同
墓
を

新
設
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
の
共
同
墓
地
は
現
在

１
１
８
４
区
画
有
り
、
う
ち
未

使
用
が
２
４
０
区
画
と
ま
だ
余

裕
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
お
墓
の
維
持

管
理
に
は
、
手
間
が
か
か
り
高

齢
化
が
進
む
所
有
者
に
は
、
負

担
に
な
っ
て
お
り
、
お
墓
を
継

承
す
る
親
族
が
無
く
心
配
し
て

い
る
町
民
も
い
ま
す
。

　
近
年
、「
墓
じ
ま
い
」
と
言

う
言
葉
を
聞
き
ま
す
が
、
業
者

に
依
頼
し
て
も
、
遺
骨
を
取
り

出
し
、
お
墓
を
解
体
、
更
地
に

す
る
ま
で
で
、
遺
骨
は
、
個
人

で
納
め
る
所
を
探
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
自
治
体
に
よ
る
合
同
墓
を
整

備
し
て
い
る
話
も
聞
き
ま
す

が
、
本
町
で
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

合
同
墓
の
新
設
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ト
レ
ス
対

応
に
つ
い
て

質
問

前
田
議
員

答答
弁弁
　
澁澁
谷谷
町町
長長

質
問

中
西
議
員

答答
弁弁
　
澁澁
谷谷
町町
長長

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　
　
　

み
ま
せ
ん
か

第
３
回
町
議
会
定
例
会

は
、
９
月
上
旬
に
行
わ
れ

ま
す
。

　
当
日
の
受
付
で
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
秩
父
別
町
議
会
事
務
局

　
　
℡
３
３
ー
２
１
１
１

　
　
　
　
　
　（
内
線
25
）

◆
第
４
回
臨
時
会

　

７
月
30
日
、
第
４
回
町

議
会
臨
時
会
が
招
集
さ

れ
、
４
条
集
水
路
長
寿
命

化
対
策
工
事
請
負
契
約
の

締
結
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
ほ
か

２
４
３
万
円
を
追
加
し
、

総
額
34
億
３
２
２
０
万
円

と
す
る
一
般
会
計
補
正
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 臨

時
会

臨
時
会



― 8 ― 広報ちっぷべつ
令和３年８月

議会だより　No.130

【
５
月
】

　

７
日　

秩
父
別
町
農
業
再
生
協
議
会
総
会

12
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

15
日　

敬
老
祭

　
　
　
　

開
基
１
２
７
年
秩
父
別
町
開
町
記
念
式
典

27
日　

秩
父
別
振
興
公
社
定
時
株
主
総
会

【
６
月
】

　

１
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

北
空
知
議
長
連
絡
協
議
会
総
会

　

９
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

第
２
回
町
議
会
定
例
会

　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

【
７
月
】

　

８
日　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

30
日　

秩
父
別
町
戦
没
者
追
悼
式

　
　
　
　

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

議会の主な動き

編

集

後

記

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

発
生
し
て
、
２
度
目
の
夏
を

迎
え
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
始
ま
り
、
少
し
ず
つ
安

心
感
が
出
て
来
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
沢
山
の
人
が
早

く
接
種
を
終
え
る
こ
と
を
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

○
こ
の
広
報
が
発
刊
さ
れ
る

頃
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
中
だ

と
思
い
ま
す
。

　
い
つ
も
と
違
っ
た
応
援
の

状
況
だ
と
思
い
ま
す
が
、
選

手
の
皆
さ
ん
に
は
東
京
か
ら

元
気
な
姿
を
世
界
中
に
発
信

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
の
議
会
体
制
に
な
っ
て
、

早
い
も
の
で
３
年
目
に
な
り

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
イ
ベ

ン
ト
等
な
ど
の
中
止
が
続
き
、

皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
も

是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
眞
島
）

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

所
管
事
務
調
査
報
告

　
本
委
員
会
は
教
育
委
員
会
所

管
事
項
に
つ
い
て
担
当
者
の
説

明
を
受
け
、
質
疑
応
答
及
び
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
調
査
事
項

　「
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
状
況
に
つ
い
て
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
・
電
子
黒
板
を
使
っ
た

授
業
）」

●
調
査
の
結
果

　
小
学
校
で
は
、
空
知
管
内
で

も
先
駆
け
て
電
子
黒
板
を
導
入

し
、
本
年
度
で
全
学
年
へ
の
配

備
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
過
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
求
め
ら
れ
、
義
務
教

育
の
現
場
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
達

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
授
業
を
受
け
る
姿
は
頼

も
し
く
、
積
極
性
を
感
じ
る
。

　
今
後
は
、
次
年
度
に
向
け
効

果
的
な
活
用
を
進
め
、
中
学
校

ま
で
の
９
年
間
の
指
導
課
程
と

な
る
よ
う
期
待
す
る
。

●
調
査
事
項

　「
教
育
委
員
会
所
管
の
施
設

整
備
状
況
に
つ
い
て
」

●
調
査
の
結
果

　
昨
年
度
は
、
懸
案
で
あ
っ
た

道
の
駅
か
ら
ベ
ル
パ
ー
ク
ち
っ

ぷ
べ
つ
へ
の
動
線
と
な
る
歩
道

改
修
と
横
断
歩
道
敷
設
が
完
了

し
、
安
全
対
策
が
図
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
が
増
加
の

一
途
を
た
ど
る
キ
ャ
ン
プ
場
で

は
、
ト
イ
レ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。

　
本
年
度
は
、「
ち
っ
く
る
」

の
暑
さ
対
策
で
シ
ー
リ
ン
グ

フ
ァ
ン
（
天
井
に
吊
る
す
扇
風

機
）
を
設
置
す
る
が
、
施
工
後

は
、
屋
内
環
境
の
改
善
度
合
い

を
確
認
し
、
施
設
運
営
に
臨
ま

れ
た
い
。

　
議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
、
総
務
経
済
常
任

委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。

○
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
空
き
家
対
策
の
状
況
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
各
工
事
の
施
工
状
況
に
つ
い
て

○
議
会
運
営
委
員
会

　
次
期
町
議
会
（
定
例
会
ま
で
の
臨
時
会
を
含
む
）
の
運
営
に

　
つ
い
て

所
管
事
務
調
査
の
申
し
出
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農
委
だ
よ
り

◎ 農地に関することや農業者年金のお問い合わせ ◎

農業委員会事務局　　電話　３３－２１１１（内線 65 番）

農業者年金に加入しましょう！

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

農業者年金 へは ･･･

全て満たす方ならどなたでも加入できます。

国民年金国民年金
第１号第１号
被保険者被保険者
国民年金保険料

納付免除者を除く。

年間60日以上年間60日以上
農業に従事農業に従事

60歳未満60歳未満

 月々の保険料を大きくすることで、
　　 　　　　　　　　将来の支給額を増やすことができます

　保険料は２万円から６万７千円の間で、千円単位で加入者が自由に選択でき

ます。

　また、保険料の額はいつでも見直しでき、加入期間が短くても保険料を増や

すことで豊かな老後に備えることができます。

※脱退された場合は脱退一時金としてではなく、将来年金として支給されます。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

国民年金保険料は前納をおすすめします！
　国民年金保険料は、送付されてくる納付書で毎月納めるよりも、当月末払いの口座振替で納

付すると割引されます。また、月々納付するよりもまとめて前納すると割引額が大きくなります。

令和３年 10 月分から令和４年３月分まで６ヶ月前納の新規申し込みは、令和３年８月 31 日

（必着）までとなっています。希望される方は、砂川年金事務所または住民課年金係にお問い

合わせください。

〇６ヶ月前納した場合の割引額（令和３年度 月額保険料：16,610 円）

お問い合わせ　砂川年金事務所国民年金課  電話　０１２５－５２－２１４４（自動音声）
　　　役場住民課年金係　　　　　電話　３３－２１１１（内線42・43）

納付方法
納付額

（６ヶ月分）
割引額

振替日
（納付期限）

毎　月　納　付 99,660 円 ー 翌月末

現金・クレジットカード 98,850 円 810 円
11 月１日

口　座　振　替 98,530 円 1,130 円
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最
終
話

　「
サ
ク
サ
ク
カ
ツ
カ
レ
ー
」

　

都
会
か
ら
離
れ
た
秩
父
別
町
。

　

こ
の
町
に
「
レ
ス
ト
ラ
ン
は

ま
な
す
」と
い
う
お
店
が
あ
る
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
秩
父
別
で

唯
一
の
温
泉
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
だ
。

　

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ベ
テ
ラ

ン
料
理
人
。
そ
う
、
こ
の
人
が

今
回
の
物
語
の
主
人
公
、
は
ま

な
す
さ
ん
(
仮
名
)
だ
。
※
本

人
の
希
望
に
よ
り
仮
名
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

は
ま
な
す
さ
ん
は
約
30
年
前

か
ら
温
泉
宿
泊
施
設
の
厨
房
で

働
い
て
い
た
。

さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
オ
ー
ナ
ー

の
大
変
さ
が
分
か
っ
て
い
る
。

は
ま
な
す
さ
ん
に
と
っ
て
、
お

客
さ
ん
に
美
味
し
い
も
の
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
も
う
十

分
で
、
い
つ
ま
で
も
料
理
人
と

い
う
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

は
ま
な
す
さ
ん
の
特
技
は
速

く
て
美
味
し
い
料
理
。
レ
ス
ト

ラ
ン
は
ま
な
す
の
メ
ニ
ュ
ー
は

開
業
し
て
か
ら
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
た
め
、
は
ま
な
す
さ
ん
は

毎
日
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。

ナ
イ
フ
で
食
材
を
切
る
の
を
は

じ
め
、
調
理
や
食
器
に
入
れ
る

の
も
速
い
。
噂
で
は
桜
の
花
び

ら
が
散
っ
て
、
地
面
に
着
く
頃

に
は
料
理
が
で
き
あ
が
っ
て
し

ま
う
そ
う
。

　

こ
の
は
ま
な
す
さ
ん
と
い
う

人
物
は
ク
ー
ル
で
あ
ま
り
話
さ

な
い
人
だ
が
、
料
理
へ
の
愛
情

は
明
ら
か
で
、
周
り
の
人
ま
で

伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
料
理
は
美
味
し
い
だ
け

で
な
く
、
お
米
の
粒
の
一
つ
ず

つ
に
料
理
人
の
経
験
や
思
い
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ど
れ
だ
け
忙
し
く
て
も
、
こ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
ま
な
す
に
は

綺
麗
で
美
味
し
い
料
理
を
速
く

提
供
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続

け
る
料
理
人
が
い
る
。

最
終
話

「
サ
ク
サ
ク
カ
ツ
カ
レ
ー
」

                　
　
　
　

お
わ
り

ア
ン
の
秩
父
別

            

料
理
物
語

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
担
当
の
ア
ン
さ
ん
が
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
森
さ
ん
と
協
力
し
て
町
内
の
飲
食
店
を
取
材
し
、

お
客
さ
ん
が
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
厨
房
の
中
を
物
語

風
に
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
記
事
は
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
広

報
誌
に
載
ら
な
い
写
真
も
た
く
さ
ん
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
町
Ｈ
Ｐ
等
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

３
年
前
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
は

ま
な
す
の
料
理
人
と
な
り
、
レ

ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん

に
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
い

る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
ま
な
す
の
近

く
に
は
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ

場
、
ち
っ
く
る
が
あ
る
の
で
、

お
客
さ
ん
が
多
い
。
だ
か
ら
、

真
面
目
な
は
ま
な
す
さ
ん
は
お

客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い
よ
う
綺

麗
で
美
味
し
い
料
理
を
速
く
出

す
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
ま
な
す
の
メ

ニ
ュ
ー
は
定
食
が
多
い
。
お
す

す
め
は
カ
ツ
カ
レ
ー
定
食
ら
し

い
。
サ
ク
サ
ク
の
豚
カ
ツ
と
ま

ろ
や
か
な
カ
レ
ー
は
相
性
が
良

く
て
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
り
、

写
真
に
も
映
え
る
メ
ニ
ュ
ー
。

30
年
も
温
泉
の
料
理
人
と
し

て
働
い
て
い
る
の
で
、
は
ま
な

す
さ
ん
は
何
で
も
作
れ
る
。

　

し
か
し
、
は
ま
な
す
さ
ん
は

一
度
も
独
立
の
こ
と
を
考
え
た

こ
と
が
な
い
よ
う
だ
。
経
験
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
は
ま
な
す
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　夏場は腐敗が早いうえ、カラスなどがお供え物を食い散らかします。

　また、線香やローソクは火災予防のため、必ず火を消しましょう。

　◎お問い合わせ　役場住民課衛生係　電話　３３－２１１１（内線43）

盆菓子 → 生ごみで出してください。
（包装のビニール等は必ずはずして燃やせるごみへ）

○お墓参りのお供え物は、必ず持ち帰りましょう○

○墓地区画内通路へ車の乗り入れは禁止です○

　墓地区画内の通路は、歩行者専用です。車の乗り入れはできません。

　外側通路や駐車場をご利用ください。

地域おこし協力隊
Facebook
Instagram

はコチラから

ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記 vol.4

　こんにちは！地域おこし協力隊の森瑞稀です。先
日、ブロッコリーの播種作業のお手伝いをしてきま
した。ピンセットを使って小さな種を一列に並べる
作業が一番大変でした。細かい作業だったので少し
だけ首が痛くなりましたが、とても良い経験になり
ました。
　その様子をＳＮＳに発信したところ、町外の方か
らブロッコリーにまつわる嬉しいメッセージをいた
だきました。秩父別町産ブロッコリーを 10年以上
食べてくれていること、感動する美味しさをいろん
な方に伝えてくださったこと、生産者の方への感謝
の言葉などが綴られたメッセージでした。
　ＳＮＳ上であってもこのような出会いを大切にし、
もっとたくさんの人に秩父別町を知ってもらうきっ
かけになるような発信をしていきたいと思います。

実際にいただいたコメント
（掲載の許可をいただいています）

ペットボトル・空き缶・空きビンごみの出し方にご協力ください！

　暑い日が続き水分補給をする回数が増え飲料容器のごみが増えていますが、ルールを守って

ごみを出すようにご協力をお願いいたします。

　●ペットボトル

　　中をよくすすぎ、キャップ・ラベルは必ず外して、透明な袋（中身の確認できる袋）

　　に入れて出す。

　　※潰れている・汚れている・工作等で使用し切られているものは「燃やせるごみ」

　●空き缶、空きビン

　　中をよくすすぎ、缶はごみボックス内のネットに、ビンはコンテナに分けて入れる。

　　※ネット・コンテナに入れないと回収されません。

　　※ビンは必ずフタ・キャップを外す。

　　※潰れている・汚れているものは「燃やせないごみ」

　　※ビール瓶・一升瓶→販売店へ返却するか、毎週月曜日の午前中に旧車両センター

　　　（消防支署西側）で行っている「資源ごみ」の受け入れに出す。

お問い合わせ　役場住民課衛生係  電話 ：３３－２１１１（内線43）
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　北育ち元気村花き生産組合（田村昌之組合
長）からフラワーアレンジメントの寄贈があ
りました。きれいにアレンジされた花は同組
合秩父別支部の我部山豊春支部長から秩父別
温泉に持参いただき、宿泊棟ロビーに飾らせ
ていただきました。

７
12

花で地域に元気を
フラワーアレンジメント寄贈

まちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　３３－２１１１（内線 32・34 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp

　夏の交通安全運動に合わせた交通安全街頭
キャンペーンが町交通安全協会（宇野忠直会
長）主催により商工会館前で実施されました。
日赤奉仕団やまびこの会（峠照会長）に協力
をいただき、秩父別産のお米「スピード出す
“米”（まい）」とお茶をドライバーに手渡し、
安全運転を呼びかけました。

７
13

スピード出す米（まい）！
　交通安全街頭キャンペーン

　「飲酒運転をしない、させない、許さない」
社会の実現に向けた啓発活動が町交通安全指
導員会（中西伴浩会長）主催により行われま
した。深川警察署、秩父別駐在所協力のもと
町内の飲食店等を訪問し、ティッシュやミニ
のぼりなど啓発品の配付を行い、飲酒運転根
絶への協力を呼びかけました。

７
13

町内飲食店等に啓発活動
　　飲酒運転根絶見廻り隊
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　戦争で尊い命を落とされた方々を偲ぶ戦没
者追悼式が老人福祉センターで行われまし
た。約40名が参列し、町長をはじめ遺族会の
方などが追悼の辞を述べた後、参列者全員で
献花を行い、故人の安らかなご冥福と平和を
祈りました。

７
30

故人を偲び平和を祈念
　　　　　戦没者追悼式開催

　地場産の食材を食べて暑い夏を乗り切って
もらおうと、秩父別青果蔬菜園芸振興協議会
（我部山豊春会長）から認定こども園の園児
にブロッコリーやミニトマト、メロンなどが
贈られました。たくさんの食材は給食でサラ
ダやデザートとして振舞われ、園児たちはお
いしいそうに笑顔で頬張っていました。

７
26

暑い夏を乗り切って！
こども園に秩父別産食材を寄贈

　信号機の役割や横断歩道の渡り方を学ぼう
と、認定こども園くるみで交通安全教室が行
われました。深川警察署と秩父別駐在所、町
交通安全指導員会（中西伴浩会長）の協力の
もと、園児たちは模擬信号機セットで練習し
たあと、北いぶき農協前で実際の横断歩道を
渡りました。

７
20

左右を確認し手を挙げて渡ろう
 認定こども園交通安全教室

　秩父別消防団および消防支署職員による規
律訓練やポンプ操法の訓練が生涯学習セン
ター駐車場で行われました。炎天下のなか、
団員はひとつひとつの動きを確認しながら真
剣な表情で取り組んでいました。

７
15

火災から住民を守る
　　秩父別消防団訓練実施
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子育てサロンバス遠足
～ 親子で楽しいさくらんぼ狩り ～

　７月12日、乳幼児を対象とした子育てサロン

の月１プログラムのバス遠足で、深川市にさく

らんぼ狩りに行きました。

　当日は、３組の親子が参加し、バスの中でレ

クリエーションをしながら果樹園に向かいまし

た。果樹園では初夏の青空の下、こころゆくま

でさくらんぼを満喫し、親子で楽しい一日を過

ごしました。

ちっぷっ子夏のお楽しみ会
～ 生き活き館が歓声に包まれました ～

　７月14日、ちっぷっ子ふれあいスクールでＮ

ＰＯ法人あおぞら主催の「ちっぷっ子夏行事」

が行われました。

　35名のちっぷっ子達が「虫釣りツリー」、「玉

入れ」、「ルーレットでなんてん？！」、「おたま

でよーいドン」、「英語でじゃんけん」の五種目

で競い、結果に一喜一憂しながらゲームを楽し

みました。

Board of educationBoard of education

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

第52回　拓魂祭
～ 先人の偉業を称え ～

　７月９日、深川市拓魂広場で第52回拓魂祭が

行われました。

　雨竜屯田会連絡協議会（秩父別・一已・納内

屯田会）では、この地を拓いた屯田兵の偉業を

称えるため、拓魂祭を開催しており、今年は秩

父別屯田会（山田憲正会長）が当番となり開催

しました。

「
虫
釣
り
ツ
リ
ー
」

や
っ
た
ぁ
！
釣
れ
た
！

祭
典
委
員
長
祭
詞
の
様
子

お
い
し
そ
う
な
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
み
ぃ
つ
け
た

甘
く
て
お
い
し
い
ね
！

さ
く
ら
ん
ぼ
の
木
を
バ
ッ
ク
に

　
　
　
み
ん
な
で
は
い
チ
ー
ズ
！

「
玉
入
れ
」

高
得
点
目
指
し
て
ホ
イ
！
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○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会社会教育・社会体育係 【電話３３－２５５５ ＦＡＸ３３－３５４９】

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

図 書 館 だ よ り

◇◆図書貸出券を作りませんか？◆◇◇◆図書貸出券を作りませんか？◆◇
　図書館が行うサービスの中心となっているのが貸出サービスです。

　当館では一部の参考図書を除き、一人５冊まで14日間利用できますが、貸出券が必要と

なりますので、ぜひ、お気軽にお申し込み下さい。その際、身分証明書のご提示をお願い

します。

　なお、小学生以下の方が貸出券を作る場合は、保護者の同意が必要となりますので、保

護者の方もご一緒に来館いただきますようお願いいたします。

～　住所変更などは、お知らせください　～
　すでに貸出券を作られている方で、住所・電話番号・苗字等が変わった場合は図書館ま

でお知らせください。

【お問い合わせ】　秩父別町図書館　電話（33-2220）

第 56 回町民ソフトボール大会の中止について

秩父別町体育協会からのお知らせ

　８月22日に開催を予定していた第56回町民ソフトボール大会は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止対策が難しく、安全な実施が困難なため中止すること
と決定いたしました。
　参加を予定されていた皆様に対し誠に残念な結果となりましたが、ご理解賜
りますようお願いいたします。

◆体育協会主催大会をご紹介します◆

第 23 回町民パークゴルフ大会

　６月27日、町パークゴルフ場で第23回町
民パークゴルフ大会を行いました。当日は、
45名の方が参加し、初夏の陽光の下、パー
クゴルフの腕を競い合いました。団体の部
の優勝は日の出町内会、個人男性の優勝は
旭町内の北川秀則さん、個人女性の優勝は
旭町内の橋田榮子さんという結果になりま
した。
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令 和 ３ 年

７ 月 末 日

現在

人　口 ２，３４５人（＋９人）

　男　 １，０８８人（＋３人）

　女　 １，２５７人（＋６人）

世帯数 １，１２７戸（＋７戸）

７月中の動き
  出生　１人・死亡　１人
　転入１０人・転出　１人

◆◇ 戸籍の窓 ◇◆お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

町
内
名
　
氏
　
　
名
　  

父
の
名

　

南　
　

藤
岡　

る
り　

誠

    　
　
　
　
　

  　

（
敬
称
略
）

升崎　琳
り ひ と

人ちゃん

ママ　椎奈さん

 （ 中央西 町内 ）

７月30日７月30日
生まれ生まれ

HHaappppyy BBiirrtthhddaayy!!
ち っ ぷ っ 子ち っ ぷ っ 子

眞島　瑞
み ず き

季ちゃん

ママ　由季さん

（ 旭 町内 ）

７月13日７月13日
生まれ生まれ

バ
ナ
ナ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が

　
　
　
　
　
　
大
好
き
で
す
!!

町税等は納期までに
納めましょう

　８月 25 日（水）は、町税等（町道民

税・固定資産税・国民健康保険料）の第

2 期の納期限です。納め忘れのないよう

にしましょう。

◆お問い合わせ　役場総務課税務係

　　　電話３３－２１１１（内線 35）

防災行政無線メール
配信登録用 QR コード

空メール送信後、返信があ
りますので、案内に従って

登録してください。

パ
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ズ
を
目
指
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一人暮らし高齢者調査を行います

　町では、町内にお住まいの一人暮らしの方
のお宅に民生委員が訪問し、緊急時の連絡先
の確認等を行います。
　個人情報は、緊急時等に役場が安否確認の
ために使用し、他の目的には使用しません。
　対象は、80歳以上の方とまだ訪問していな
い65歳以上の方です。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

◆お問い合わせ
　　役場住民課（地域包括支援センター）
　　　　　　電話　３３－２１１１（内線41）


